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人口　442,817 人　　(  + 394)

男　　224,172 人　　　(+189)

女　　218,645 人　　　（ ＋205）

世帯　148,469　　　(  + 269)
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前
月
比
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点
描

野菊 の墓文学 碑( 西蓮寺)

昭和40年西連寺境内に文学愛好家が

中心となって、野菊の墓文学碑が建設

された。

この碑には、伊藤左千夫の小説「野

菊の墓」の一節、矢切周辺の風物の描

写が刻まれている。

この丘から江戸川を眺めると、往時

を偲ぶことができる。
松戸版画の会

奥山義人さん

4月から

国
民
年
金
の
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
す

国
民
年
令
の
六
十
三
年
度
（
六
十
三

年
四
月
～
六
十
四
年
三
川
）
の
保
険
料

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。
四
リ

ュ
ト

日
士
ま
で
に
保
険
料
を
一
括
前
納
す

る
と
、
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で
口

座
振
替
で
の
納
付
は
、
毎
月
末
川
に

一
月
分
ず
っ
の
引
き
落
と
し
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
便
利
で
確
実
で
す
。

口
座
振

替
の
手
続
き
は
、
通
帳
印

と

納
入
通
知
書
を
、
市
内
の
金
融
機
関

郵
便
局
を
除
く
）
に
持
参
し
て
行

っ

て
下

さ

い
。
四
川
上
旬
に

送
付
す

る
納
人
通
知
書
の
末
尾
に
囗
座
巾
込

書
が
い
て
い
ま
す
。

詳
細
・
・
国
民
年
金
課
保
険
料
係

定 額 附加込

月 額保険 料 7,700円 8,100円

年間保険 料 92,400 円 97,200 円

前納保険 料 90,170 円 94,850 円

前納による割引 2,230円 2,350 円

４

月

か

ら

土
地
取
引
届
出
等
の

事
務
が
一
都
市
に
委
任

昨
年
の
十
一
月
に
松
戸
市
も
土
地
収

引
監
視
区
放
に
指
定
さ
れ
、
三
百
平
方

㍍
以
上
の
土
地
取
引
は
、
事
前
に
市
も

し

く
は
県
へ
届
出
な

ど
が
必
要

と
な
り

ま
し

た
。

こ
の
う
ち
四
月

一
口
か
ら
、
土
地
収
引

の
届
出
等
の
事
務
の
一
部
（
三
百
平
方

㍍
以
上
、
二
千
平
方
㍍
未
満
）
に
か
か

わ
る
届
出
事
務
・
事
前
確
認
事
務
が
、

県
知
事
か
ら
市
長
に
委
任
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
。
下
表
の
通
り
三
百
平

方
㍍
以
上
二
千
平
方
㍍
未
満
の
届
出
に

っ
い
て
は
松
戸
市
長
へ
届
け
出
る
こ
と

に
な
り
ま
す

。

マ
詳
細
…
都
市
部
計
画
課
庶
務
係

63年４月１日からの手続き

300m' 以上2,000m'

未満の土地 取引

2,000m 以゙ 上の

土地取引

届 出 事前確 認 届 出 事前確認

市長へ届出
市長経由

知事へ届出
知事へ届出

手数料･使用料･各種税等

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

昭
和
6
2
年
度
分

４
事
業
所
税
一
月
決
算
の
法
人
と
、
一
月
中
に
新

増
築
し
た
建
築
主
は
三
月
が
申
告
納
付
月
で
す
、

市

・
県
民

税

固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税

４

軽
自
動

車
税

条
国
民
健
康
保
険
料
＝
第
十
期

条
国
民
年
金
保
険
料
三
月
分

早
め
に
納
付
（
納
入
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全確実な

口座振替のご利用を



「日本の道百選」を記念して

さくら通りに顕彰碑
４月２日除幕式

常
盤
平
さ
く
ら
迦
り
は
、
昨

年
、
建
設
省
の
「
日
本
の
道
白

選

」

に

送

ば

れ

ま

し

た

。

市

で

は

、

こ

れ

を

記

念

し

て

常
盤
平
駅
前
の
交
芙
点
（
西
友

ス
ト
ア
向
か
い
側
）
に
。
顕
表
碑

を

建

設

し

て

い
ま

す

。

顕
杉
碑
は
天
然
の
御
影
石
製

で
、
そ
の
頭
部
は
桜
の
花
び
ら

を

、

台

部

は

葉

を

デ
ザ

イ

ン
し

た

も

の

で

す

。

ま

た

、
柱

の

部

分

に

は

、

建

設

省

か

ら

贈

ら

れ

た
「
顕
彰
プ
レ
ー
ト
」
を
埋
め

込

み

ま

す

。

四
月
二
日
土
）
の
桜
ま
つ
り

で
は
、
こ
の
顕
彰
碑
の
除
幕
式

を

行

う

予

定

で

す

。

さ

ら

に

、

さ
く

ら
通

り

の

起

点
（
常
盤
平
陣
屋
前
）
と
終
占

（
常
盤
平
入
丁
目
）
に
は
、
「
日

本
の
単
百
選
　
さ
く
ら
通
り
」

と
書
か

れ
た
檜
の
道

標
も
建
て

ら
れ
ま
す
。

顕
彰
碑

と
道
標

は
、
自
然
と

調
和
し

た
道

路
と
し
て
、
広
く
巾

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
さ
く
ら

通
り
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に
な

る
も
の
で
す
。

▽
詳
細
…
街
路
課

４月２日

～18 日

資
格
…
経
済
的
理
由
で
高
校

に
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な

保
護
者
②
住
民
基
本
台
帳
に

登

録
さ
れ
引
き
続
き
市
内

に
一
年

以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
③
成

績
良
好
で
健
康
な
こ
と
④
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
校
に
在
学
し

て
い
る
こ
と
⑤
法
令
そ

ら
ほ
か

に
よ
り
、
こ
の
奨
（
修

）
学
金

と

類
似
の
学
資
を
受
け
て

い
な

い

こ
と

支

給
額
（
月
額
）
…
松
本
清
奨

学
金
、
高
等
学

校
修
学

資
金
＝

万
一
千
円
以
内
（
予
定

六
十
二
年
度
実
績
（
公
立
高
校

一
～
二
年
生
（
干
九
百
円
、
三

松
本
清
奨
学
金

高
校
修
学
資
金

申
請
を
受
け
付
け

年
生
六
千
円
。
私
立
高
校
一
万

一
千

円

）

提
出
書
類
・
・
・
①
交
付
申
請
書
②

家
庭
状
況
調
書
③
在
学
高
校
長

か
ら
の
推
薦
書
と
成
績
糺
明
書

（

今

年

入

学

の

生

徒

は
出

身

中

学
校
長
か
ら
の
も
の
④
在
学

証
明
言
（
入
学
証
明
書
）
⑤
住

民
票
（
世
帯
全
員
）
⑥
収
入
糺

明

書

（

勤

労

者

全

員

の
証

明
書

が
必

要

で

す

）
。

給
与

所

得

者

は

、

六

十

二

年

分

の

源

泉

徴

収

票

と

最

新

の
給

与

明

細
書

、

自

営

業

者

は

申

告

書

の

控

え

が
必

要
で
す
。

①
・
②
・
③
の
川
紙
は
援
駿
課

に
あ
る
揃
え
付
け
用
紙
を
ご
使

用
下
さ
い
。

申
込
み
：
四
月
二
日
土
）
か
ら

十
八
日
（
月
）
の
日
曜
日
を
除
く

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三

十

分
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
に

援
護
課
へ

継
続
し
て
受
給
す
る
人
も
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
細
・
：
援
護
課
援
護
係

心配ごと相談

期日 時 間 相 談 所

ヤャ金 午前10日寺～
午後３時 市役所市民相談コ ーナー

２ （土） 午前10日寺～
午後 ○時30 分

小 金
市民センター

４ （月）

午前10時～
午 後３時

馬 橋 支 所

５ （火） 六 実 支 所

６ （水） 常 盤 平 支 所

フ （木）
小金原
市民センター

８　 窗

市役所市民
相談コーナー15 圈

22 刪

27 困 新松戸市民センター

詳細…社会福祉協議会S68-

0503番

桜
前
線
上
昇
中

４
月
２
日
・
３
日
と
き
わ
平

９
日
・
1
0
日
六

実

桜

ま

つ

り

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
前
線
は
、
も
う
そ
こ
ま
で

来
て
い
ま
す
。

暖
か
い
春
を
満
喫
す
る
桜
ま
つ
り
が
、
四
月
二
日

・
三
日
に
常
盤
平
で
、
九
日
・
十
日
に
は
六
実
で
行

わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
、
お
友
達
と
ぜ
ひ
、
桜
ま
つ
り
に
お
出
で

下
さ
い
。

33 万 人 も の 人 出 で に ぎ わ つ た 桜 ま つ り （昨 年 の 桜 ま つ り ）

第
1
8回と

き
わ
平

桜
ま
つ
り

▽
日

時
・：
四
月
二
目
玉

）
正

午
～

午
後
八
時
三
日
（
日
）
午
前
十

時

～
午

後
七
時

※
即
花
時

期
に
よ
っ
て
変
更
す

る

場
合

が
あ
り
ま
す

。

会
場
常
盤
平
さ
く
ら
通
り

内
容
・・
・
歩
行
者
天
目

常
公

平
二

丁
目

・
公
団

西
ロ

バ
ス
停
前

か
ら

五
香
駅
ま
で
の
さ
く
ら
迦
り
と
、

常
盤
平
駅
か
ら
西
友
常
公
平

店
先
の
交

差
点
ま

で
の
け

や
き

通
り
、
各
社
パ
レ
ー
ド
な
ど

（
お
願
い
）
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
周
辺
一
帯
は
駐
車
禁
止

で
す

の
で
、
電
車
・

バ
ス
を

ご

利
用
下
さ
い
　
2
し
ょ
う
ぶ
公

園
・
花
見
月
公
園
は
三
川
ニ
十

五
日
（
金
）
か
ら
四
月
二
十
五
日

育
）
ま
で
の
午
後
九
時
～
翌
朝

午
前
七
時
の
間
使
用
禁
止
で
す

㈹
ゴ
ミ
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り

下
さ
い
　
期
間
中
、
歩
行
者

天
国
内
は
交
通
規
制
を
実
施
し

ま
す

。

〉
詳

細
・：

と

き

わ

平

桜

ま

っ

り

実

行
委
員
会
で
中
村
｛
一
一
８
７
－
７
Ｓ

Ｏ

古

第
７
回六

実
桜

ま
つ
り

白

時
…
四
月
儿
日
（
土

）
・
月

日

（
囗
）
、
午
前
九
時
～
午
後
七
時

会
場
六
実
桜
通
り

内
容
・
：
歩
行
者
天
国
音
楽
隊

パ
レ
ー
ト
山
車
み
こ
し
行

列
、

む
っ

み
民
謡

ば
か
各
社

パ

レ
ー
ド
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ふ

る
さ
と
電
話
、
金
魚
す
く
い
、

ふ
う
せ
ん
配
布
、
茶
席
お
よ
び

花
見
さ
じ
き
な

ど

期
間
中
．
歩
行
者
天
国
内
は
交

通
説
制

を
実

施
し

ま
す

、

詳
細
＝
六
実
連
合
町
会
石
井

公
ヤ
2
0
2
6

番

ときわ平・桜まつり

交通規制

巡回年金相談

時間 …午 前10 時 ～午 後 ３時

費用 … 無料

上記以外の日には、市役所国

民年 金 課内 で相 談に お 答えし

ま す。

詳細 … 国民年 金課適 用 係

障害者ご理解を

心のふれあいを大切に

４月 ５月 ６月

常盤平 ５日(火) ６日瀏 ３日 圀

小 金 ８日圃 10日(火) ７日(火)

小金原 12日(火) 13日圀 10日(金)

馬 橋 15日 瀏 17日(火) 14日(火)

六　 実 19日(火) 20日 瀏 17日吉

新松戸 22日應 24日(火) 21日(火)

矢 切 26日(火) 27日吉 24日 應

東　 部 28日(木) 31日(火) 28日(火)

松戸市民カルチャー講座

会期…４月中旬から毎週1回。

計8回で終了

会場…稔台巾民センター

対象…市内在住在勤の成人ﾘj

女費用…2,000円

申込み…電話による先着順

詳細…稔台文化団体連絡協議

会事務所（稔台巾民センター

内事務所）べ2111862－2341

番

種 目 日時 定員
(人)

講 師 申 込 先 開始の 期日

短 歇 入 門
木曜日

午後1時～３時
30 鍬田 弘子

62-2  34  1

豊 田
４月21日(木)

俳 句 入 門
火曜日

午前10時～正午
30 上田 渓水

64-624  1

小 林
４月19日(火)

版 画 入 門
木曜日

午後１時一一3E持
30 秋山 厳

63-  3 1 8  5

大井
４月21日(木)

かな文 字書道入 門
金曜日

午前10時～正午
30 山本 松溪

6? - 9 74  3

山 本
４月22日圀

油絵講座
土曜日

午前10時～正午
20 高唱 敬

63-3  1 8  5

大井
４月23日(土)

太 極 拳 入 門
水曜日

午前10時･--正午
30 児玉 国代

87-5  386

浅 野
４ 月20日(水)

日 本 舞 踊 入 門
金曜日

午後2By-4 眄
10 坂東八州 淑

62-6640

坂 本
４月22日瀏

煎 茶 道 入 門
金曜日

午前10時～正午
１０ 湊蕗考

65-4838

小 林



市長の窓

唯

今

、

三

月

定

例

市

議

会

に

お

い
て

、
昭

和

六

十
三

年

度

の

予
算

案

が
審
議

さ

れ

て

い
ま

す

。

新

年
度

予
算

の

一
般

会

計
（

市

税

収

入

を

主

な

財

源

と
す

る
会

計

）

予

算

は

、
七

百

二

十

五

億

円

、
前

年

度

に

比
し

、
六

・
五

％

の

伸

び
と

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

こ

れ

に

国

民

健

康

保

険

や
下

水

道

事

業

、

老

人

保

健

事

業

な

ど

七

つ

の

特

別

会

計

、

水

道

、
市

立
病

院

な

ど
三

つ

の

企

業

会

計

を

合

わ

せ

た

総

予

算

額

は

、

一

千

二

百

八

十
四

億

七

千

九

百

七

十

二

万

円

と

な
り

、

松
戸
市
で
は
一
ヵ
月
に
百
億
円

以

上

の

お

金

が

使

わ

れ

る
計

算

と
な
り
ま
す
。

全
国
六
百
五
十
四
市
の
な
か

で
、
人
口
の
順
位
で
は
二
十
六

番
目
と
な
っ
た
松
戸
市
、
さ
す

が
に
大
き
な
市
と
な
っ
た
も
の

だ
と
感
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
ま
し
て
は
経
常
的
消
費
的

経
費
を
節
減
し
、
投
資
的
経
費

を
充
実
す
る
。
市
議
会
に
お
け
る

御
指
摘
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
御

要
請
は
、
出
来

得
る
限
り
予
算

化
す
る
こ
と
に

努
め
た
こ
と
は

当
然
で
す
が
、
前
月
号

市

長
の
窓
で
「
今
年
の
基
本
的
課

題
」
と
題
し
て
書
き
ま
し
た
通

り
、
昭
和
六
十
三
年
度
が
最
終

の
年
度
と
な
る
第
三
次
五
か
年

註
画
の
達
成
に
向
か
っ
て
、
今
ま

で
残
さ
れ
て
い
た
事
業
を
極
力

予
算
化
す
る
と
共
に
、
昭
和
六

十
四
年
度

か
ら
始

ま
る
第
四
次

五

か
年
計
画

を
実
り

あ
る
も
の

と
す

る
た
め
に
、
今

か
ら
そ
の

準
備
に
入
る
こ
と
を
主
眼
と
し

て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
、
将
来
予
測

さ
れ
る
大
き
な
財
政
需
要
「
例

え
ば
、
国
有
財
産
で
あ
る
千
葉

大
園
芸
学
部
農
場
跡
地
や
高
塚

に
あ
る
国
立
療
養
所
松
戸
病
院

の
払
い
下
げ
」
に
応
ず
る
二
と

が
出
来
る
よ
う
、
市
が
予
め
積

み
立
て
て
い
た
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と
．

ま
た
毎
年
行
っ
て
き
た
国
保
料
金

の
改
訂
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
例
年
に
な

い
大
き
な
特
徴

を

持
つ
予
算
と
な
り
ま
し

た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会

で

の
予
算
議
決
後
発
表
い
た
し
ま

す
。本

市
に
お
い
て
は
、
か
ね
て

か
ら
の
御
婦
人
方
の
御
要
望
に

応
え
、
婦
人
問
題
懇
話
会
を
設

置
し
て
．
松
戸
市
は
女
性
の
地

位
向
上
に
っ
い
て
何
を
な
し
得

る
か
さ
ま
ざ
ま
な
婦
人
問
題
、

婦
人
の
側
か
ら
見
た
市
政
に
つ

い
て
御
検
討
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し

た
。

二

年
間
の
協
議
を
経
て
、
昨

年

十
一
月

末
「
松
戸
市
に
お
け

る
婦
人
の
施
策
に
関
す

る
提
言
」

を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

提
言

は
、
社
会
参
加
、
福
祉

、

健
康

と
母
性
保
護
、
教
育
・
文
化

環
境

、
労
働

な
ど
各
部
門
に
わ

た
る
広
範
な
も
の
で
す
。

私
は

、
今
年
、
提
言
に
関
係

す
る
部
課
長
を

集
め
一
日
勉
強

会
を
行

い
ま
し

た
。

今
後
更
に
検
討
し
、
調
整
を

要
す

る
事
頂

が
多
々
あ
り
ま
す

が
、
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て

、

提
言
に
沿
っ
て
、
こ
の
四
月
か

ら
婦
人
担
当
室
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
、
新
年
度
予

算
案

に
こ

れ
に
伴
う
予
算
を
計
上
し

ま
し

た
。こ

れ
も
新
年
度
予
算

の
大
き

な
特
徴
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
し

３月定例市議会答弁

新
年
度
予
算
と
婦
人
担
当
室
の
設
置宮

間
満
寿
雄

忘れずに申請手続きを 児童手当

事前受付（３月末日まで）実施中 ／

四
月
か
ら
、
児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は
、「
小
学
校
入
学
前
の
満
六
歳
未
満
」
の
お
子
さ
ん
二

人
以
上
を
お
持
ち
の
人
が
受
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
月
末
日
ま
で
事
前
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
申
請
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

六
十
三

年
四
月

か
ら
、
児
童
手

当
の
受
給
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま

す
。児

童
手
当
法

の
改
正
に
よ
り
、

四
月

か
ら
は
、
昭
和
五
十
七
年
四

月
二

日
以

後
に
出
生
し
た
（
小

学

校
入

学
前
、
満
六

歳
未
満

）
の
児
童

を

含
む
二

人
以
上
の
児
童
を
養
育

し

て

い
て
、
所
得
制

限
の
基
準
内

に
該
当
す

れ
ば
、
三

人
以
上
養
育

し

て

い
る
人

に
は
、
月
額
五
千
円

、

二

人
養
育
し

て
い
る
人
は
月
額
二

千
五
百
円
か
そ

れ
ぞ
れ
受
給
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

二
月
一
日
か
ら
事
前
受
け
付
け

を
し
て
い
李
丁
の
で
、
該
当
す

る
人

は
忘
れ
ず
に
申
詰
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

受
給
対
象
六
十
三
年
四
目
二

日
現
在
小
学
校
入
学
前
（
満
六

歳
未
満
）
の
児
童
を
含
む
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て
い
る
人

※
法
改
正
に
伴
い
現
在
受
給
中
で

も
、
四
月
一
日
現
在
小
学
校
入

学
前
の
児
童
（
五
十
七
年
四
月

二
日
以
降
出
生
）
を
含
ま
な
い

場
合
は
消
滅
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
①
印

鑑
②
申
請
者
が
加
入
し
て
い
る

年
金
の
種
類
・
記
号
番
号
・
加

入
年
月
日
③
申
請
者
名
義
の
市

内
金
融
機
関
名
と
普
通
預
金
口

座
番
号
④
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
（
昭
和
六
十
二
年
一
月
一

日
現
在
松
戸
市
に
住
民
登
録
の

な
か
っ
た
人
だ
け
必
要
で
す
。

証
明
書
は
前
住
所
地
発
行
の
六

十
一
年
分
）
⑤
そ
の
ほ
か
添
付

書

類

が
必

要

と

な

る
場

合

が

あ

り

ま

す

。

▽
受
付
け
三
月
三
十
一
日
木
）
ま

で

市

役
所

援

護
課

・
各

支
所

窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事

前
受
付
期
間
、
な
お
四
月
一
日

以
降
は
随
時
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

※

新

制

度

が
適

用

さ

れ
ま

す

と

、

現

在

受

給

中

の
人

で

も

、
資

格

喪

失

や

手

当

額

が
変

更

に
な

る

場

合

が
あ

り

ま

す

。

変

更

に

な

る

人

に

は
四

月

に

入

っ

て

か

ら

通

知

し

ま

す

。

▽

詳

細
：

援

護

課

援

護

係

国
土
庁
は
四
月
一
目
、
六
十
三

年
の
地
価
を
公
示
し
ま
す
。
都
市

計
画
区
域
内
（
市
内
全
域
）
で
標

準
的
に
使
わ
れ
て
い
る
土
地
を
公

表
し
、
売
買
の
目
安
に
す
る
の
が

目
的
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
休
が
、
公
共

用
地
を
買
う
場
合
の
買
収
額
の
基

礎
に
さ
れ
た
り
、
知
事
が
国
土
利

用
計
画
法
に
基
づ
い
て
、
土
地
売

買
の
届
け
出
が
あ
っ
た
場
合
の
取

引
価
格
の
審
査
に
使
わ
れ
ま
す
。

地

価

公

示

は

市

役

所

で

標
準
地
の
価
格
、
隣
り
合
わ
せ

の
道
路
の
様
子
な
ど
を
細
か
く
書

い
た
関
係
書
面
は
、
市
役
所
計
画

課
と
支
所
に
あ
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
詳
細
…
計
画
課
庶
務
係

明
る
い
笑
顔
　
明
る
い
社
会

四
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間

市
で
地
価
公
示
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

申 請 手 続 き お 済 み で す か

昭和63年床下薬剤散布日程表

（　 ）は午後 に実 施

期日 散 布 町 会 ・自 治 会

4/1c 常盤平西窪町

２山 常盤平陣屋前

４(月) 常盤平7丁目・常盤平柳町

５(火) 金ヶ 作佐野・門 前

６(水) 千 駄堀新山 ・干駄堀八 景台

７困 干 駄堀

８圀 日 暮第１

９田 かぶと 山 一セキスィハウ ス

11(月) 日 暮第２・金ヶ作新山 ・初 富飛 地

12(火) 五香南町・松飛台北

13(水) 松飛台

14(木) 五香新町・五香元町

15削 牧の原東・五香西町・大同西

16出 五香北丘第２ ・香北 ・大同団 地

18(月) 五香本町・五香駅前

19(火) 五 香東町

20冰） 六 実北町・東町・第５ ・平和台 ・六実団 地自治会

21(本) 六 実緑町

22忠 六実元町・本町仲町・双葉町・南町

23に口 五香 北丘第１

25(月) 高 柳・やな ぎ

26(火) 泉ヶ丘・串崎新田第９・第２・（河原塚南山）

27冰） 河原 塚第１ ・第２・紙敷向新 橋

28(本) 紙敷新田 ・紙敷中内薄浦

30(土) 串崎南

※雨で中止の場合は、全日程修了後になります。

詳細…生活環境課環境衛生係

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー

３月

４日

月
影
会
日
本
画
展
示
会
三
月
二
十
日
ま
で

第
二
回
小
金
原
・
牧
の
原
絵
画
、
工
芸
教
室
合
同
展
…
三
月
二

十
日
ま
で

第
四
回
松
戸
水
彩
会
展
三
月
二
十
日
ま
で

松
戸
版
画
の
会
作
品
展
三
月
二
十
二
日
（
午
後
一
時
～
二

十
七
日

東
葛
美
術
展
…
三
月
二
十
九
日
（
午
後
一
時
）
～
四
月
三
日

武
田
書
道
会
展
・
：
四
月
二
日
三
日

絵
苑
美
術
協
会
ア
ト
リ
エ
・
パ
ピ
オ
ン
・
婦
人
油
絵
習
作
展
…
四

月
六
日
～
十
日
（
午
後
四
時
ま
で

ク
ル
ー
プ
樹
油
絵
展
・
四
月
五
日
｛
午
後
一
時
）
～
十
日

閉
館
時
間
は
月
曜
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

（
文
化
ホ
ー
ル
６
７
１
７
８
１
０
番
）

常盤平市民センター(本館)

が 休 館 し ま す

休館期間…５月15日（日）から

７ 月31 日（ 日 ）

別館 は平常 どお り開 館し ます。

詳 細 …常 盤平 支所2587  ― 2131

番

国保松戸市立病院眼科が休診

休診日…３月24日(木)～26日

土)

詳細…国保松戸市立病院医事

課 063-2171番

パート看護婦募集

資格…看護婦免許保有者

（准看護婦を除く）

年齢…45歳くらいまで

内容…各種検診業務

詳細…健康管理課業務係

音 楽 の 広 場

(コーラス)

日時…３月29日(火)午後１時

30分～３時30分

会場…市民会館音楽室

費用…無料

詳細‥･社会教育課市民文化係

固定資産課税台帳の縦覧

期日…4月５日（火）～25日（月）

縦覧 場 所… 市役 所新 館 ２階 資産

税課

詳細…資産税課課税係

こまめなクリーンで

きれいな松戸



「世 界平 和 都市 宣言 」３ 周年 記

念 講演 会 ＝ア グネ ス・チ ャン

さ んの 講 演テ ープ 貸 し出 し

「 世 界平 和 祁市 宣言」３ 周年 記

念として､去る2月21日に市民会館

で講演 した 、ア グネ ス・チ ャ ン

さんの「み んな 地球 で生 き る人」

の講演テープを貸し出します。

〉貸 出し 場 所… 市 立図 書館 本 館

３階ＬＬコーナー

〉詳 細… 市 立図 書館 本 館S65-

5115 喬

女 性 の た め の 相 談 室

－ の びや か に生 き るため に ー

〉日 時 … 毎 月 第２・ 第４ 木曜 日

午 後 １時～ ４時

〉会場･‥婦 人会館 （ 費用 無料 ）

〉内容 … 家庭 ・仕 事 ・子 供のこ

と など 、な んで も。

〉相 談員 … すべ て女 性 （秘 密 は

厳守 し ます ）

〉申 込 み… 電話 で生 木043-82

31番 へ

再 生 自転 車 の 販 売

D〉申 込 み… ３月25 日(金) ・26 日

午前 ９時 ～午 後 ３時(26

日は 午前11 時 まで)

D〉抽 選 ・販売日 時 …3 月26 日けこ:

午 前11時 から

会 場… 松 戸市 生 きがい 福 祉セ

ターfく金ヶ作277- 4 J

台数(値段)…60台1台

4,000 円 ～10,000 円)

交 通…五 香駅 東口 から 新 京成

バ ス｢ 小 新山 行き｣ で 、 新栄

町入口下車()五香駅発午前９

時19 分 ・48 分 、10時17 分の バ

スがあ り ます)｡ なお 、 抽 選日

当 日(26 日) は 、五 香駅 東 口

発 午前10 時 の事 業団 マ イ クロ

バ スを 運行し ます。

※駐 車場 があ り ませ ん ので 、

車で の来場 は ご遠 慮下 さい。

詳細 …生 きが い 福祉 事業 団容

84-3191 番

地 価 評 価 等 の 無 料 相 談

(社) 日本不 動産 鑑 定協 会千 葉

県部 会は 、地 価評 価 等に 関 する

無料 相談 会 を開 き ます。

日 時… ４ 月 ３日( 日)午 前10 時

～ 午 後４時

〉会 場… 千葉 三 越地 下 ２階 、柏

そごう本館８階コンコース

※千 葉県庁 県 民 ホー ルで も４日

(J))午前10 時 ～ 午後 ４時 まで 行

い ます 。

詳細 …郎 日本不 動 産鑑 定協 会

千葉 県 部会S0472-25-3049 番

県 技 術 交 流 プ ラ ザ

日 時 …４ 月～64 年 ３ 月31 日 ま

での毎月１回、合計12回(予

定午後２時～４時30分(予

定)

※ 日程･ 会場 については 後日決

定

対 象… 県 内中 小 企業( 製造業

・流 通業 ・サ ービ ス業) の経

営 者

内容 … 技 術開 発や 技 術関 連経

営 問 題な どの 経験や 意見 の交

換 を行 い ます。

定員 …30 人

費用 …無 料

申込 み方 法 …電 話で 、 ３ 月31

日(木) まで に 、県 商工労 働 部

工業 課 指導 係00472  ― 23 ― 24

45 番へ

63 年 度 畜 犬 登 録 と

狂 犬 病 予 防 注 射

狂犬 病予 防 の ため 、各 会場 を

設け て 、畜 犬 登録 と 狂犬病 予 防

注射を下記の日程 で実 施し ます。

飼い 犬の 登録 と狂犬病 予 防注 射

は 毎年 １ 同必 要で す 。

63年度

前 期 技 能 検 定 の 実 施

検定 職種 … 造 園ほ か ，約40 職

種

受 検 資 格… 所定 の 実務 経験 年

数 が 必要

受検手数料… 実技試験7,500 円

か ら12,500 円 まで ，学 科 試験

2,300 円

受付期間･･４月４日(月)～15

日(金) ま で

受付 場所 … 県職 業 能力 開 発協

会(干葉市長州1一22-3羽

田ビ ル ４階)

詳細 … 県職 業能 力開 発協 会容

0472-24-16 亅O番

浄 水 場 施 設 見 学 会

日 時 … ６月 ３ 日(金) 午 前 ９時

30分( 干 葉三 越 デパ ート 前 集

合) ～午 後 ３時30 分

場所 … 柏井 浄 水場( 千葉 市 柏

井町) 雨天 決行

対象 …県 営 水道 を使 用し て い

る 人

費用･･･無 料( 昼 食は 各 自持参)

定員 …100 人( 抽 選)

申 込 み… ４ 月30  B( 土) まで に

往復 ハガ キで 、 参加 する 人全

員の住所、氏名、年齢、電話

番号 を記 入して〒280 千 葉 市

長洲1-9-1 千葉 県 水 道 局

管 理部 総務 企 画課fi0472 －23

-4501 番へ

集合畜犬登録と狂犬病予防注射の日程表

〔 〕内は雨天延期日

期日 会場 時間

4/2 山

〔16出〕

中 金 杉 児童 公 園 午前9時３０分～1

1時花ノ台児 童公園(上本郷) 午後0時30分～2時

八 柱 霊 園 入 口 午後2時30分～4時

3日

〔1聡

市 役 所 午前8時30分～10時

二 十 世 紀 公 園 午前10時30分～正午

六実支所 午後1時30分～3時

小金原公園 午後3時30分～５

時
４ 旧)

〔1厨)

古ヶ崎市民センター午前９時３０

分～１０時３

０分

馬橋市民センター 午前11時～正午

五香市民センター 午後1時３０分2時
30分

５ 吠)

〔1欧 〕

ひばり児童公園(小金原9丁目) 午旬10時～10時3

0分干 駄 堀 集 会 場 午前11時～11時30分
国立療養所松戸病院入口 午後1時～１時3

0分北伸町児童公園(仲井町) 午後2時～２時3分

６團

〔2峭

南 部 小 学 校 午前9時３０分10時30

分

栄旬西３丁目子供の遊び場 午前11時 ～ 正午

新松戸第1公園(新松戸1丁目 午後1時30分～2時

冷
〔21㈲

平 潟 児 童 公 園 午前９時３０分~１０時３

０分

二三ヶ丘公園(三ヶ月)午１１時～正午

栄田第1公園(栄町６丁目)
午後1時３０分~2時3
0分

B 忠

〔2 痼 〕

東部ｽﾎﾟｰﾂ ﾊﾟｰｸ正門 午前10時10時3

0分串崎公園 午前11時11時30分

八ヶ 崎 子安 神 社 午後1時～2時

9 山

〔2咄 〕

中矢切香取神社 午前10時11時30分

松 飛 台 会 館 午後1時～2時

中和倉児童公園 釉 踊珀~凛踴

1旧

〔2疸 〕

棯 台 公 園 午前８時30分～10時

常盤平金ヶ作公園 午前10時30分～正午

新 松戸 中 央 公 園 千後1眄3吩～3眄

小金公園小金きよしヶ丘2丁目)午後3時3吩～5時

E〉費用…4,800円( １頭)

c〉注意事項…午前中が雨で中止

になった場合は、午後も中止

になります。

※会場の指定はありません。都

合のよい会場で受けて下さい

詳細…生活環境課環境衛生係

いつも楽しい笑い声でいっぱい のおもちやの図 書館

お

も

ち

ゃ

を

貸

し

出

し

た

り

、

み

ん

な

と

一

緒

に

遊

ん

だ

り

で

き

る
「

お

も

ち

ゃ

の

図

書

館

」

を

知

っ

て

い

ま

す

か

。

い

ま

ま

で

ア

ー

バ

ン

ヒ

ル

四

階
（

四

〇

二

号

室

）

で

、

お

も

ち

ゃ

の

図

書

館

を

開

館

し

て

い

ま

し

た

が

、

四

月

か

ら

は

、

市

社

会

福

祉

協

議

会

三

階

に

な

り

ま

す

。

心

身

に

ハ

ン

テ

ィ

を

負

っ

て

い

る

子

も

健

常

児

も

一

緒

に

遊

び

に

来

ま

せ

ん

か

。

お

も

ち

や

の

図

書

館

は

み

ん

な

の

広

場

で

す

「
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
」
は
心

や
休
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
子
ど

も
た
ち
と
、
健
常
の
子
ど
も
た
ち

が
一
緒
に
遊
ん
で
交
流
で
き
る
と

こ
ろ
で
す
。
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た

子
に
は
発
達
が
促

さ
れ
る
よ
う
に
、

健
常
の
子
に
は
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
五
十
九
年

の

六
月

に
市
社
会
福
祉
協
議
会

が

開
き
、
松
戸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
約
五
百
種
類
の
お
も
ち
ゃ

が
あ
り
充
電
式
の
ス
ク
ー
タ
ー
や

人
形

、
ゲ
ー
ム
な
ど
が
そ
ろ
っ

て

ぃ
ま
す
。

遊

び
に
来
た
子

ど
も
た
ち
は
、

最
初
は
一
人
で
遊
ん
で
ぃ
ま
す
が
、

雰
囲
気
に

な
じ

ん
で

く
る
と
、

い

つ
の
ま
に
か
周
り
の
子
と
一
緒
に

遊
ん
で
ぃ
る
の
が
よ
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

六
十
二
年
度
六
十
三
年
二
月

末
ま
で

）
に
は
延
べ
四
百

六
十
九

人
の
子
が
来
て
、
楽
し
く
遊
ん
で

い
き
ま
し
た
。

や

さ

し

い

ふ

れ

あ

い

の

場

お
も
ち
ゃ
の
図
書

館
は
、
全
国

に
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。

通
園
施
設
が
な
い
地
方
で
は
、
ハ

ン
デ
ィ
を
待
っ
た
子
と
お
母

さ
ん

か
。
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
楽
し

く

交
流
で
き
る
貴
重
な
場
に
な
っ
て

ま
す
。

そ
こ
で
は
、
優
し

い
心
と
心

の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
家
族
の
人

も

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
も

一
締

に
子

ど
も

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
を
利
用
す
る
人
の
中
に
は

生
活
上
の
こ
と
や

、
教
育
上

の
悩

み
を
話
し
合
っ

た
り

、
互

い
に
情

報
を
交
換
す

る
な

ど
お
母
さ
ん
同

士
も

交
流
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重
ね

る
こ
と

で
成
長
し

て
い
き
ま
す

が
、

そ
れ

は
お
け
さ
ん
同
士
の
横
の
つ
な
が

り
、
交
流
が
広
が
る
こ
と
か
ら
も

始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

遊

び
に
参
加
し

。
危
険
防
止
の

た

め
に
付

き
添
う

人
の
来
館
も

お
侍

ち
し
て
い
ま
す
。

場

所

が

変

わ

り

ま

す

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

は
、「
ア

ー

バ
ン
ビ
ル
松
戸
」
四
階
（
四

〇
二

号
室
）
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
し

た

が
、
四
月
か
ら

は
市
社
会

福
祉
協

議
会
（
松
戸
第

一
生
命

ビ
ル
内

）

三
階
（
図
参
照
に
移
る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。
松
戸
駅
西
口

か
ら

徒
歩
五
分
、
第
一
生
命

ビ
ル
の
左

側
の
入
口
か
ら
２
階
へ
昇
る
と
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
室

が

あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
三
階
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室
に

移
転
し

ま
す
。

開
館
日
時
・
・
・
毎
月
第
一
第
二

・
第
三
土
用
日
（
第
二
土
曜
日

は
障
害
を
持
っ

た
子

の
み
）
と

第
二

・
第
四

火
曜

日
、
午
後
一

時
一

四

時
（
祝
日
は
除
く

）

会
場
・
・
ア
ー
バ
ン
ヒ
ル
四
階
四

〇
二
号
室
（
三
月
末
ま
で

第
一
生
命

ビ
ル
三
階

（
四
月
二

日
か
ら

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。
’

▽
詳
細
＝
・
市

社
会
福

祉
協
議
会
四

６８
－

０
５

０
３

番

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

４
月

か
ら

社
会

福
祉

協
議

会
で

開
館

放置

禁止

区域

松戸市 小金城趾駅

・稔台駅周

辺が

４月１

日から

４月

１７

日か

ら

自転車放置

禁止区域に
現在、市内には50ヵ所の自転

車駐車場がありますが、新たに２

ヵ所( 小金城趾、稔台) に自転車

駐車場ガオープンします。

４月１日(金)から小金城趾駅周

辺が、17日(日)から稔台駅周辺力

自転車放置禁止区域になります。

これで、市内のすべての駅周辺

が自転車放置禁止になります。

皆さんのより一層の協力をお願

いします。

４
月
１
７
日
か
ら
は

市
内
全
駅
周
辺
が
放
置
禁
止
に

松
戸
市
で
は
、
駅
周
辺
の
自
転

車
の
放
置
を
な
く
し
、
都
市
の
美

観
と
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
た

め
に
放
置
自
転
車
防
止
条
例
を
設

け
て
か
ら
五
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

毎
年
、
自
転
車
駐
車
場
も
増
設

さ
れ
、
現
在
巾
内
に
は
七
十
ヵ
所

も
の
自
転
車
駐
車
場
が
あ
り
、
毎

日
妁
三
万
台
以
上
の
自
転
車
が
駐

車
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
四
月
一
日
か
ら
は
小
金

城
趾
駅
（
総
武
流
山
電
鉄
）
周

辺
に
、
四
月
十
七
日
か
ら
は
稔
台

駅
（
新
京
成

電
鉄
）
周

辺
に
自
転

車
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
に
と
も
な
い
両
駅
周

辺
は
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定

さ
れ
ま
す
。

市

内

全

駅

周

辺

が

放

置

禁

止

区

域

に

新
た
に
自
転
単
駐
車
場

が
で
ふ

る
小
金
城
趾
駅
、
稔
台
駅
を
入
れ

る
と
、
市
内
の
駅
川
辺
に
は
す

べ

て
け
転
車
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
、
十

六
駅
で
に五
十
二
ヵ

所
（
収
立
台
数
三
万
九
千
三
百
十

二
台
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
市
内
の
全
部
の
駅
周
辺

の
公
道
（
歩
道
を
含
む
）
上
が
自

転
車
放
置
禁
止
区
域
と
な
り
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
自
転
車
駐
車
場

を
利
用
し
て
下
さ
い
。

小
金
城
趾
駅
周
辺
が

自
転
車
放
置
禁
止
に

四
川
一
日
（
金
）
か
ら
、
小
全
城

跳
駅
周
辺
の
公
道
上
が
左
上
図
の

通
り
、
自
転
巾
放
置
禁
止
区

域
に

指
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
て
下
さ

い
。

マ
場

所

松

戸
市
大
金
平
三
丁

目

一
八
四
の
一

マ
収
容
台
数
・
八
百
台
（
自
転
車

稔
台

駅
周
辺

が

自

転
車
放
置
禁
止

に

六
百
台
、
バ
イ
ク
ニ
百
台
）

現
在
の
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
わ

き
に
（
仮
称
）
稔
台
市
民
セ
ン
タ

ー
別
館
及
び
稔
台
駅
南
口
第
一
自

転
車
駐
車
場
新
築
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

四
月
十
六
日

の
落
成

式
を
目
指

し
て
現
在
工
事

が
進
め
ら
れ
て

い

ま
す

が
、
開
所

に
と
も

な

い
翌
十

七
日
（
日
）
か
ら
稔
台
駅
周
辺
の
公

道
上
が
左

上
図

の
通
り

、
自
転
車

放
置
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
す

※
詳
し

い
施
設

の
利

用
に
つ

い
て

は
四
月
五
日
号

の
広
報
ま
つ
ど

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

急ピッチで工事が進む小金城趾駅自転車駐車揚(上)と駅前

（
仮
称
）
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

別
館
完
成
予
想
図
（
駐
車
場

は
一
階
と
二
回
）

放
置
自
転
車
は

自
転
車
保
管
場
所
へ
移
送

路
上
に
放
置
し
た
自
転
車
や
自

伝
車
駐
車
場
に
二
週
間
以
』
放
置

し
た
自
転
車
は
、
市
内
二
ヵ
所
の

自
社
車
保
管
場
所
で
お
預
か
り
し

て

い
ま
す

、
別
表
（

一
）
の
時
間
内

に
引
き
取

り
に
来
て
下
さ

い
。

マ
返

還
に

必
要
な
も
の
＝
・
①
身
分

証
明
書
②
印
鑑

③
移
送
保
管
料

千
円
）
④
自

転
車
の
カ
ギ

※
撤
去
個
所
付
近

に
案
内
看
板
が

あ
り
ま
す
。
自

転
車
に
住
所
・

氏
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
場
合
は
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
て

い
ま
す
。

詳
細
・
＝
安
全
課
安
全
係

保管 自転車の返還時間

別表(1)

撤去場所 返還日 時間 返還場所

常 磐線各駅

流山 線各駅

月曜日

と

木曜日
午

後二時から

五
時

新松戸保管場所

(新松戸7-224)

新京成線各駅

東武線六実駅

火曜日

と

金曜日

八柱保管 場所

(日暮227)

新
松
戸
保
管
場
所

八
柱
保
管
場
所

現
在
市
内
五
十
ヵ
所
の
自
転
車
駐

車
場
は
、
階
層
式
（
二
階
建
て
か

ら
四
階
建
て
）
、
平
面
式
（
空
き

地
・
道
路
敷
等
の
利
川
）
、
地
下

式
（
松
戸
駅
西
目
地
下
自
転
車
駐

車
場
）
が
あ
り
ま
す
。

安
全
に
、
効
率
よ
く
利
用
す
る

た
め
に
も
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
利
用
し
て
下
さ
い
。

自転車駐車場

階 層 式

平 面 式

地下式

小金城趾駅周辺自転車放置禁止区域

監
査
結
果
の
公
表

昭
和
六
十
二
年
度
の
定
期

監
査

及
び
随
時
監
査

（
工
事
監
査
）

結

果
の
概
要
を
次
の
と

お
り
公

表
し

ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
三

月
五
日

松
戸
市
監
査
委

員

高
田

守

原
島
康
廣

松
崎
国
忠

石
井

和
雄

記
〔
定
期
監
査
〕

監
査
対
象
機
関

企
画
財
政
部
、

秘
書
課
、
税
務
部
、
広
聴

部
、

す
ぐ
や

る
課
、
保
健
衛

生
部
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

、
経

済
部
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、

市
議
会
事
務
局

監
査
対
象
事
項
＝
配
当

予
算
の

執
行
状
況

、
委
託
料

の
事

務
処

理
状
況
、
財
産

・
備
品

の
維
持

管
理

状
況

（
共
通
事
項

）
、
市

債
の
発
行
状
況
（
財
政
課
）
、

共
用
物
品

の
購

入
及
び
払
出
状

況

（
管

財
課
）
、
市
税
の
賦
課
、

調

定

及

び

収
納
・
状

況

（
税

制

課
、
市
民
税
課
、
資
産
税
課
、

収
納

課
）
、
市
民
セ

ン
タ
ー
の

利

用
状
況
、
財
政
的
援
助
に
係

わ
る
事
務
処
理
状
況
（
地
域
振

興
課
）
、
市
民
相
談

の
状
況
と

市
政
に
関
す
る
要
望
事
項
の
処

理
状
況
（
市
民
相
談
室

）
、
広

報

活
動
の
状
況
（
広
報
課

）
、

要

望
事
項
の
受
理

心

理
状
況

す
ぐ
や
る
課
）
、
財
政
的
援
助

に
係
わ

る
事
務
処
理
状
況

（
保

健

衛

生
課

）

、
各

種

検

診
事

業
等
の
実
施
状
況
（
健
康
管
理

課

）
、
老
人
医
療
費

の
支
給
状

況
（
老
人
保
健
課

）
、
健
康
増
進

セ

ン
タ
ー
等

の
利
用
状
況

（
健

康

増

進
セ

ン
タ

ー

、
衛

生
会

館
、
斎
場
、
北
山
市
民

会
館

）
、

日
常
生
活
用
具
貸
付
及
び
給
付

状
況

（
お
せ

わ
課
）
、
各
種
補

助
金
の
交
付
状
況

（
商
工
課
。

農
政
課

）
、
中
小

企
業
融
資
預

託
金
及

び
融
資

の
状
況
（
商
工

課

）
、
消
費
生
活

に
関
す
る
相

談

・
苦
情

の
処
理
状
況
、
計
量

器
定
期

検
査

の
実
施
状
況
、
公

設
卸
売
市

場
の
管
理
運
営
状
況

（
消
費

生
活

課
）
、
各
種
防
除

事
業

の
実
施

状
況
、
農
業
振
興

資
金

の
融
資

状
況
（
農
政
課

）

監
査
の
期
間
＝
昭
和
六
十
二
年

十
月
二
十
四

日
～
同
年
十
二
月

二
十
四

日

藍

査

の
結

果

＝

監

査

の
結

果

は

、
お
お
む
ね
適
切
と
認
め
ら

れ
た
。

な
お
、
次
の
事
項
に
つ
き
配

慮

さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

税
の
公
平
の
観
点
か
ら
課
税
に

つ
い
て
今
後
と
も
努
力
さ
れ
る

よ

う
要
望
す

る
。（
市
民
税

課
、

資
産
税
課
）

収
納
率
の
向
上

に
つ
い
て

は
、

鋭
意
努
力
さ

れ
て

い
る
こ
と
と

思
料
す
る
が
、
今
後
も
よ
り
一
層

努
力
さ
れ

る
よ
う
要

望
す

る
。

（
収
納
課

）

〔
随
時
監
査
（
工
事

監
査
）
〕

監
査
対
象
工
事

松
戸
市

立
六
実
中
学
校
屋
内

体
育
館
増

築
工

事

（
仮
称

）
松
戸
市
三
矢
小
台

市

営
住
宅
新

築
工

事

監
査
対
象
事
項
＝
設
計
基
準
の

状
況

、
設
計

図
書
等
及

び
設
計

見
禎
の
適
否
、
施
工
計
画
工

事

の
施
工

及

び
各
種
検
査

の
状

況
監
査
の
期
日

昭

和

六

十
二
年
十

一
月

四

日

籃

査
の

結
果
＝

設
計
、
施
工
等

監
査

対
象

事
項
に
か
か

わ
る
監

査
結
果
は
、
お
お
む
ね
適
切
で

あ

り
、
各

工
事

と
も
良

好
で
あ

る
こ
と

が
認
め
ら

れ
た
。

中 小 企 業 融 資 制 度 説 明 会

中小企業を営む人へ、下記の制度の説明会を行います。

設 備 近 代 化 資 金 貸 付 制 度

設備価 格の半額を無利 子で3,000 万円 まで貸し 付け。１ 年据置４年均等年賦償還

設 備 貸 与 制 度

(ア)割賦制度……2,500万円までの設備を(財)干葉県中小企業振興公社が購

入し､ 企業に貸与し､ ４年６ヵ月 の月 賦償還( 年利4.5 ％)後

企業に 所有権を移転( ハイテク設備につい ては、1,500 万円

以上5,000万円以下の設備を貸与し､６年６ヵ月の月賦償還)

(イ)リース制度……ハイテク設備、情報関連機器を当該公社が購入し企業に３

年以上7年以内でリースする。支払いは月賦均等(年利6.

66％～7.38 ％)

千葉県中小 企業振興 融資資 金制度

信用保証協会の保証付で長期かつ低利で融資、無担保制度、無担保無保証人

制 度があ る。

日時…３月23日(水)午後１時　　　階第１会議室

から 詳細…東葛飾支庁商工労政課

会場…東葛飾支庁合同庁舎６　　　登61-2111 番

松戸青少年会館利用団体(サークル会員募集)

種 目 対 象 練習

日

サークル名 責任者

卓 球 小3以上と親 毎週〈日〉青松会 魯41-1725永 沼

バドミントン 小4以上 月3 回〈日〉 Ｂ､ジユニア､サークルC43-6617義 間

空 手 小3以上 毎週〈日〉新松戸空手道会 魯85-916G尽 田

バイオリン
小６以上 月２回〈日〉コスモス会 f192-9003磯野

小２以上 月３回〈工〉 ひまわり 会 B41-3196和 田

フル ート 小3以上
月２眠日〉松戸ﾌJトトサペ ル さ88-7644石 原

毎週〈土〉フルートサーク

ルつばめ

045 - 0496中 田

社交ダンス 25歳まで 毎週〈木〉ｻﾝﾃﾞｰﾀﾞ

ﾝｽｻｰｸﾙ

瓢2-5219木 村

将棋 小1以上 毎週〈土〉松戸青少年将棋サークルf142-0938満 宮

ﾊﾟﾝﾌﾗﾜｰ
小3以上

第1〈日〉白バラサークル 041-9456久保村

さいほう 月1 回〈日〉 新松戸さしほうグラフき41-1644北 濔

模型飛行機 小４以上
月2 回〈日〉

松戸ﾌﾞﾙｰｽｶ

ｲｻｰｸﾙ

豐41-1971青 島

囲 碁 小1以上と観 レッツ碁 B46-5646小 曹

革 手 芸 小2以上 月2回 どんぐりサで ル 1368-5318 fit元

手 あ み 小3以上
毎週〈土〉ｺｽﾓｽ 会「手あみ」 C43-6898安 達

月2回土〉小ばと手あみサークル068 - 3210 R  S

詳細…松戸青少年会館044-8556 番または各

サークル責任者へ

稔台駅周辺自転車放置禁止区域



松
戸
の
野
草

と
樹
木

タ
ラ
ノ
キ

幹
に
も
葉
に
も
ト
ゲ
が
あ
り

ま
す
。
比
較
的
明
る
い
草
地
が

林
の
外
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
所

に
多
く
、
市
内
で
も
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
林
の
中
で
な
く
外

側
に
あ
り
道
路
沿
い
の
た
め
、

マ
イ
カ
ー
で
採
集
に
来
る
人
が

多
い
の
は
良
い
の
で
す
が
、
夕

ラ
ノ
メ
つ
み
の
一
番
大
事
な
マ

ナ
ー
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は

残
念
で
す
。
「
一
芽
残
し
」
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

芽
を
全
部
採
っ
て
し
ま
う
と
、

完
全
に
、
タ
ラ
ノ
キ
は
枯
れ
ま

す
。
来
年
の
た
め
に
も
守
り
ま

食
べ
方

（
ど
こ

を
）
　
若
芽

の
元

の
と

こ

ろ
か
ら
採
り
ま
す

が
、
芽
が

七
～
八
㌢
く
ら
い
に
伸
び
た
こ

ろ
ま
で

が
お
い
し

い
最
適
期
で

す
。
よ
く

、
デ
パ
ー
ト

の
食
品

売
り
場
や
、
八
百
屋
で
二
十
㌢

近
く
も
大
き
く
な

っ
て
し

ま
っ

た
も
の
を
水
煮
し
て
袋
入
り

で

売

っ
て
い
ま
す

が
、
本
当

の
夕

ラ
ノ
メ
の
味
と
言
え
な
い
よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
タ
ラ
ノ
キ

も

大
き
く
な
る
と
四
㍍
く
ら
い
に

な
り
ト

ゲ
が
あ

る
の
で
登
れ
ま

せ
ん
。

小
枝
を
掛
け
て
折
り

曲

げ

て
採
る
と
、
楽
に
採

る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

（
ど
の

よ
う
に
）

ま
ず
天

ぷ

ら
で
し

ょ
う

。
外
側

の
硬

い
包

を
二

、
三

枚
は
ず
し
、
根
元

に

十
字
に
切
り
込
み
を
入

れ
、
う

す
く
衣
を

つ
け

て
揚

げ
ま
す
。

焼

い
て
味
噌
を
つ
け

て
も
お
い

し

い
し
、
ゆ
で
て

お
ひ

た
し

・

ご
ま
和
え
・

マ
ヨ
ネ
ー

ズ
和

え

・
酢
味
噌
和
え
・
か
ら
し
和
え

な

ど
も
な
か
な
か
良

い
も
の
で

す
。で

す

が
、
や
っ
ぱ
り
、
天

ぷ

ら
か
、
味
噌
焼
き

が
、
な
ん
と

言
っ
て
も
タ
ラ
ノ
メ
料
理
で
は

両
横

綱
と
言
っ
て
良

い
で
し

ょ

う
。
ほ
か
の
調
理
は
ご
随
意
こ
。

ウ
コ

ギ
科
（
木

本

）

住
ま
い
の
掃
除
の
と
き
に
、
洗
浄
剤
を
使
う
こ
と
は
多
い
も
の
で
す

。

洗
浄
剤
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
の
も
の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
類
分
け
す

れ
ば
、
か
び
取
り
剤

、
漂
白
剤
な
ど
使
用
目
的
別
の
も
の
、
ト
イ
レ
用
・
換
気
扇
用

浴
槽
用
な
ど
特
定
用
途
別
の
も
の

、
液
状
タ
イ
プ
と
ス
プ
レ
ー
式
タ
イ
プ
、
成
分
が

塩
素
系
の
も
の
と
酸
性
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
事
故
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

洗
浄
剤
を
使
う
と
き
の
注
意
点
は

生
活
の
知
恵

使
用

は
一
回
に
一

種
類
だ
け

汚
れ
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
手

早
く
落
と
そ
う
と
、
二
種
類
以
上

の
洗
浄
剤
を
混
合
し
て
使
う
こ

れ
は
と
て
も
危
険
な

こ
と
で
す
。

二
種
類
以
上
の
洗
浄
剤
を
混
合

し

て
使
う

の
は
、
効
果

が
半

減
す

る
だ
け
で
な
く
、
事
故
に
つ
な

が

る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
す
。

洗

浄
剤
は
、
た
と
え

ば
、
塩
素

系
の
漂
白

剤
と
浴
槽

用
の
酸
性
洗

剤
な

ど
を
一
緒
に
使
う

と
、
化
学

反
応
を
起
こ
し
て
人

体
に
有

害
な

塩
素

ガ
ス
が
発
生
し
ま
す
。

ガ
ス

は
目
に
見
え
ず
、
万
一
気
が
つ
い

て

も
、
そ
の
時
に
は
危
険
な
状
態

に
な

っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

事
故
は

な
ぜ
起
き
た
の
か

昨
年
十
二
月
、
徳
島
県
の
主
婦

が
、
カ

ビ
収
り
剤
と
タ
イ

ル
洗
剤

を
混
合
し
て
タ
イ
ル
洗
い
を
し
よ

う

と
し

た
と
こ
ろ
、
発
生
し

た
塩

素

ガ
ス
を
吸

っ
て
中

毒
死
し

た
事

故

が
あ
り
ま
し

た
。

従
来
か
ら
各
製
品

の
ラ

ベ
ル
の

裏
側
に
は
「
使
用
上

の
注
意
」

が

あ
っ
て
、
塩
素
系

と
酸
性

タ
イ
プ

の
併
用

が
危
険
で
あ

る
こ
と
を
表

示
し
て

い
ま
し

た

が
。

い
く
っ
か

の
注
意
事
項

の
一
つ
と
し
て
小
さ

く
書
か
れ
て

い
ま
し

た
。
そ
の
た

め
、
目
に
っ
か
な
か
っ
た
り
、
ほ

と
ん
ど
読
ま
な
い
で
使
う
ヶ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
で
す
。

注
意
書
き
を

よ
く
読
ん
で
下
さ
い

そ
こ
で
、
通
産
省
は
使
う
人
の

目
に
留
ま
り
や
す
い
よ
う
に
、
メ

ー
カ
ー
側
に
、
製
品
の
表
側
の
ラ

ベ
ル
に
も
、
併
用
の
危
険
性
を
表

示
す
る
こ
と
と
、
販
売
店
の
陳
列

棚
の
最
前
部
に
同
内
容
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
る
よ
う
指
導
し
、
現
在

新
表
示
に
変
わ
り
っ
っ
あ
る
段
階

で
す
。

使
う
側
と
し
て
も
、
使
う
前
に

注
意
表
示
を
よ
く
読
む
、
ほ
か
の

製
品
と
の
併
川
は
し
な
い
Ｉ

こ
の

二
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
詳
細
…
消
背
生
活
洋
消
賞
生
活

係

松
戸青

木

啓

子

心
八

門
の
脇
に
ヒ
イ
ラ
ギ
が
植
え

て
あ
る
ん
で
す
が
、
鳥
が
こ
こ

か
ら
運
ん
で
き
た
ん
で
し
よ
う

ね
。抜

い
ち
ゃ
う
の
も
か
わ
い
そ

う
だ
し
、
黒
松
や
カ
シ
の
木
を

い
た
め
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら

育
て
て
い
ま
す
。

木
の
生
命
力
は
す
ご
い
で
す

ね
。
そ
れ
と
も
自
然
界
の
い
た

ず
ら
が
し
ら
。

住まいの洗

浄剤塩素系と酸

性タイプの

併用は危険

鳥が運んだ生命の木

黒松にヒイラギとヤツデが共存

納屋岸の青木さん宅の庭に、めずらしい木々があ

ります。樹齢300年以上と推定される黒松に、ヒイ

ラギとヤツデが居候をしています。

５年くらい前に、庭師が偶然に見つけ、以後黒松

をいためないようにしながら、大事に育てています

また、樹齢200年以上のカシの木にもツゲの木が

生えています。こちらの方はどことなく鑑賞向き。

庭師の安蒜さんの話によると鳥が種を運んできた

ためだろうとか。

考
え
よ
う

家
庭
の
ゴ

ミ
き
ち
ん
と
守
ろ
う

ゴ
ミ
の
出
し
方

ゴ
ミ
が
爆
発
！

ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
危
険
物
が
混

人
す

る
と
、
収
集
や
各

施
設
で

の
処
理
の
際
に
、

｀
作
業

員
が
ケ

ガ
を
し

た
り
、
数
百
万
円

も
す

る
収
集
車
や
数
億
円
も
す

る
施

設

が
併
発
や
火
災
を
引
き

起
こ

す
原
凶

と
な
り
ま
す
。
本
市
で

も
過
去
に
何
度
か
小
規
模
な
災

害

が
あ
り

ま
し

た
。

こ

の
よ
う

な
こ
と
を
避
け

る

た

め
に
、

☆
使

い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
・
ス

プ

レ
ー
・
卓
上
用

ガ
ス

ボ
ン

ベ

な

ど
は

十
分
に
使
い
切
り
、

穴
を
開
け
て
残
留

ガ
ス
を
抜

き
取
っ
て
下
さ

い
。

☆
割
れ

ガ
ラ
ス
な

ど
も
収
集
作

業
中
の
ケ
ガ
を
避
け
る
た
め

「
キ
ケ
ン
」
の
表
示
を
し
て

下

さ
い
。

☆
灰

は
土
に
帰
す

こ
と
を
、
ま

ず
考
え

て
下

さ
い
。

ど
う
し

て
も
無
理
な
場
合

は
、
灰
に

水
を
含
ま
せ
て

か
ら
丈

夫
な

袋
に
入
れ
て
下
さ

い
。

☆
残
っ
た
天

ぷ
ら
油

は
、
い
た

め
も
の
に
使
う
な

ど
し

て
使

い
切
る
こ
と

が
原

則
で
す

が
、

ど
う

し
て
も
捨
て
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
場
合
は

、
紙
パ
ッ

ク
に
新
聞
紙
等
を
細

か
く

ち

ぎ
っ
て

十
分
に
入
れ
、
油
を

流
し

込
み
、
し

っ
か
り
テ
ー

プ
で

囗
を
封
じ

て
下

さ

い
。

ト
イ
レ
が
ゴ
ミ
箱
？
・

近
年
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
か

ら
翼
物

が
多
く
混
入
し
、
し

尿

処
理
施
設

の
正
常
な
運

転
の
障

害
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
し
尿
や

浄
化

槽

汚
泥
を
徴
生
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
）

の
化
学
作
用
に
よ
っ
て

処
理
し

て

い
る
た
め
、
異
物

が
混
入
す

る
と
、

バ
ク
テ
リ
ア

が
死

滅
し

た
り
、
機
械

が
故
障
し

、
最
悪

の
場
合

に
は
、
皆
さ
ん

の
家

庭

の
く
み
取

り
に
支
障

が
生
じ

か

ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な

い
よ
う

に
、

☆
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
心

浣
腸
器
・
生
理
用
品
・
紙
お

む
つ
・
避
妊
用
品
・
衣
類
な

ど
を
便
器
内
に
捨
て
な
い
。

☆
廃
油
や

金
属

な
ど
を
浄
化
槽

や
便
器
内
に
入
れ
な
い
。

皆
さ
ん

も
、
こ
の
よ
う

な
こ

と
を
心
に

念
じ

て
、
づ
ミ

を
捨

て
る
前
に
ち
ょ

っ
と
注
愚
し

て

み
ま
し
ょ
う
。

４
月
１
日
か
ら

ゴ
ミ
の
分
別
が

一
部
変
更
に

フ

ト

ン

カ

サ

や
ぐ
ら
コ
タ
ツ

ジ
ュ

ー
タ
ン

カ
ー
ペ
ッ
ト

マ
ッ
ト
レ
ス

ゴ
ミ
の
種
類

資
源
ゴ
ミ

燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ

粗
大
ゴ
ミ

市
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い
）

ゴ
ミ
の
区
分

（

清
掃
第

一
課
）

大 事 に 育 て て い ま す



栄
町
　
秋
山
　
巌
さ
ん

眼
光

鋭
く
爪
を
立
て
た
フ
ク

ロ
ウ
が
、
ま
る
で
生
き
て
い
る

か
の
よ
う

に
小

気
味
よ
く
版
本

に
彫

ら
れ
て

い
く
。

ふ
る
っ
く
（
フ
ク

ロ
ウ

）
は
、

彫
刻
刀
の
動
き
ひ
と
つ
で
、
や

さ
し
い
眼
差
し
で
み
っ
め
る
守

護
神
に
も
な
る
。
八
つ
黒
な
姿

を
版
画
の
世
界
表
現
す
る
難

し
さ
が
際
限
な
い
創
造
力
を

か
き
た
て
る
魅
力
と
な
り
、
も

う
何
百
枚
も
彫
っ
た
と
い
う
。

秋
山
さ
ん
が
、
版
画
家
に
な

る
ま
で
の
人
生
に
は
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
多
く
の
師
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
。

大
分
県
竹
川
市
に
生
ま
れ
、

伯
父
に
漢
字
・
水
墨
画
な
ど
を

学
ん
だ
。
兵
役
で
出
征
し
、
復

員
後
敗
戦
の
混
乱
の
中
を
上
京

し
、
苦

学
の
生
活
を
始
め
る
。

文

学
や

絵
画

な
ど
惹
か
れ
る

も
の
す

べ
て
に
染

ま
っ
た
。

才
能
を
請
わ
れ
て
、
警
視
庁

の
事
務
職

と
し
て

ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
編
集
責
任
者

と
し

て
奉
職

し

た
こ
ろ
、
版
出
家
・
棟
方
志

功

と
の
運
命
的
な
出
会

い
が
あ
っ

た
。
彼
の
作
品
に
強
烈
な

シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
、
入
門
を
願

い
出

る

が
弟

子

は

持

た

な

い

と
断

わ

ら

れ

る
。
や

っ

片

作

品

を

持

っ

て

く

れ

ば
見

て

や

ろ

う

と

許

可

が

下

り

た

。

版

木

に
埋
も
れ
た
が

作

の

日

々

が
何

年

も

続

い
た

。

出

来

上

が
っ

た

作

品

は

。
み

ん

な

に

は

好

評

だ

が
、
恩

師

は

ぼ

け

も

の

が

い

な

い

″

と

い

っ
て

認

め

て

く

れ
な

い
。

挫
折
に
近

い
苦
し

み
の
中
で

俳
人
・
種
田
山
頭

火
の
著
書

に

出
会
っ
た
。
出
家
し
て

全
国

を

漂
泊
し
た
奔
放
な
詩
風

に
う

た

れ
、
山
頭
火
の

た
ど
っ

た
道

を

必
死

で
追

い
巡
っ

た
。

結
局
ば
け
も
の
と
は
、

師
と
仰
ぐ
志
功
や
山
頭
火

の
作

品

を
見

て
感
動
し
た
強
烈
な
印

象
そ

の
も
の
を
い
っ
て

い
た
。

海
外
を

含
め
、
七
十
回
を
超

す
個
展
を

開
き
、
独
自
の
悟
り

を
作
品
に
吹
き
こ
ん
で
精
力
的

に
活
動
す
る
姿
に
、
師
と
仰
い

だ
先
人

の
教
え

が
生
き
て
い
る
。

疲
れ
果
て

る
ま
で
各
地
を
巡

り
、
蓄
え
た
創
作
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、

終
わ
り

の
な
い
版
木

へ
の
一
刀

に
込
め
て
い
た
。

鳥に魅せられて

健康ガイド

麻しん（はしか）

予防接種

麻 しん の予 防接 種は 、生 後12

ヵ 月から72 ヵ 月 までの間 に 、委

託 医療 機関 で受 け るこ とに なっ

て い ます。 集団 生 活に 入る 前に

接 種 を完了 す るこ とが望 まし い

の で 、早 目に受け る よ うにし て

下 さい。 まだ接 種を受 け てい な

い 人で 、問 診票 （無 料券 ） を持

っ てい ない 人は 、下 記要 領の と

お りハ ガ キで申し 込んで下さい。

申し 込 みを する人 … 接 種当 日

６歳 未満 で、麻 し んにか か っ

たこ とが な く、麻 しんの 予 防

接 種 を受 け てい な くて 、問 診

票 （無 料券 ） を持っ てい ない

人

申し 込 まなく てもよ い 人 …62

年 ２ 月１ 日から ３ 月31 日ま で

に生 まれ た人に は 、４ 月初 句

に 、直 接問 診票 をお 送 りし ま

す。 申 し込 む必 要はあ り ませ

ん。

※以 前の 問診 票を持 っ てい る 人

も、そ れが 使用 で きます ので 。

早 目に受 け て下 さい 。

ツベルクリン反応検査

ＢＣＧ予防接種

７月27日までに４歳になる人は

今回が最後

申し込み対象者…ＢＣＧ接種

当日４歳未満の人で、B  C G

を一度も受けていない人。特

に、63年７月27日までに４歳

になる人は､今回が最後です。

４月４日(月)までに、忘れず

に申し込みをして下さい。 62

年10月1日～63年３月31日生

まれの人には次回(７月下旬)

に通知します。

ツベルクリン、ＢＣＧの問診

票を持っている人は、それを

利用して受けて下さい。

会場 ツベルク
リン反応

判 定
ＢＣＧ接種

時 間

衛生
会館

４月18日(月) ４月20日C利
午後一時15分

～ ２時30分

詳細…保健術生課予防衛生係

愛の献血

期日 会 場 時間 主 催

3/26
(土)

ＪＲ松戸駅

東 口
午
前
十
時
Ｓ
午
後
四
時

松戸市

4/3

(日)

西友ストア

常盤平店 前

松戸青年

会 議所

ハガキ申込み要領

･詳細…保健衛生課予防皆生係 詳細…健康管理課業務係

不

用

品

交
換

情

報

・
今
回
掲
載
分
の
紹
介

申
込
方
法

締
め
切
り
は
三

月
二
十
五
日

（
当
日
消
印
有

効

）
①
希
望

品
名
②
住
所
③

氏
名
①
電
話

番
号
（
昼
間
の

連
絡
先
）
を
（
ガ
キ
に
明
記

ハ
ガ
キ
ー
枚
に
品
名
一
点
の

み相
手
の
紹
介

…
月

末
に
抽
選

を
行

い
、
当

選
者
の
み
に
電

話
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は

自
主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
＝
〒
ニ
ヒ

一
松
戸
市

根
本
三
八

七
－

五

松
戸
市
役

所
消
背
生

活
課

譲
り
ま
す

〔
家
具
類
〕
◆

ガ
ラ

ス
テ
ー
ブ

ル
千
二
百
円
◆
洋
服
ダ
ン
ス
五

千
円
◆
整
理
ダ
ン
ス
五
千
円
◆

木
製
学
習
机
五
干
円
争
ジ
ン
ク

ル
ベ
ッ
ド
七
千
円

〔
電
気

製
品

類
〕
◆
七

気

ジ
ャ

ー
ポ
ッ
ト
無
料
◆
二
槽
式
洗
濯

機
無
料
◆

電
気
が
ま
二
干

円
◆

小
型
冷
蔵
庫
三
千
円
◆
布
団
乾

燥
器
三
千
円
◆
電
気
七
宝
焼
が

ま
一
万
円
◆
電
気
な
べ
五
千
円

◆
カ
ー
ル
ド
ラ
イ
ヤ
ー
三
千
円

◆
テ
レ
ビ
用
音
声
多
重
チ
ュ
ー

ナ
ー
三
千
円

〔
子
供
用
品

類
〕
◆

ベ

ビ
ー

力

ー
三
千
円
八
干
円
◆
ベ
ビ
ー

ラ
ッ
ク
無
料
◆
ベ
ビ
ー
バ
ギ
ー

五
千
円
◆
子
供
川
食
卓
い
す
三

千
円
◆

ペ

ビ
ー
バ
ス
千
円
◆

マ

マ
コ
ー
ト
五
百
円
◆
お
寝
小
マ

ッ
卜
五
百
円
◆
お
ん
ぶ
ひ
も
五

百
円
◆
背
負
子
二
千
円
◆
ベ
ビ

ー
布
団
三
千
円
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ

・
楽

器
類

〕
◆

卓

球
セ
ッ
卜
千
五
百
円
◆
メ
ト
ロ

ノ
ー
ム
千
円
◆
エ
レ
ク
ト
ー
ン

五
千
円
◆
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
五
千

円
◆

ル
ー
ム
ウ
ォ
ー

カ
ー
ハ

千

五
百
円
◆
竹
刀
無
料

〔
日
用
雑
貨
類

〕
◆

ス
テ

ン
レ

ス
浴
槽
無

料
◆

米

び
つ
千
円
◆

写
柚
機
無

料
今

節
ス
ト
ー

ブ
ム

や
円
◆
石

油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー

四
千
円
◆
ふ
ろ
用
健
康
器
具
三

千
円

ｏ

次
回
掲
載
分
の

申
し

込
み

譲
り

た
い
人
は
、
品
物
の
詳

細
を
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
無
料

か
ら
一
万

円
ま
で

の

価
格
を
希
望
し

ま
す
。

原
則
と
し
て
衣
料
品
・
食
料

品

：
口
転

車
・
自
動
車
は
扱

い

ま
せ
ん
。
巾
申
込
み
分
は
、
四

月
二
十
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
期
限
・：
三

月
二

十
三
日

ま
で

マ
申
込
先
＝
・
消
費
生
活
課
消
背

生
活
係

施
設
あ
ん
な

い

松
戸
運
動
公
園

松
戸
運
動
公

園
は
、
ス
ポ
ー
ツ

と
い
こ
い
の
総
合
迦
動
場

と
し
て
、

多
く
の
市
民
に

親
し

ま
れ
て

い
ま

す
。春

に
は
、
桜

の
ト

ン
ネ
ル

が
見

事
な
陸
上
競
技

場
、
新
緑
が
ま
ば

ゆ

い
野
球
場
周
辺

、
や
わ
ら
か

い

日
差
し
を
求

め
に
、
子

ど
も

づ
れ

で
に
ぎ

わ
う

事
務
所

前
の
広
場
、

秋
に
は

、
休

育
館
周
辺

の
紅
葉
と

四
季
折

々
が
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き

る
総
合
迦
動
公
園
で
す

。

▽
公
園
内
の
施
設
：
山
武
協
川
（
柔

道
・
剣
道
場
）
②
体
育
館
（
競

技
場
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
卓

球
室
、
小
体
育
室
、
り
道
場
）

③
市
民

プ
ー
ル
④
野
球
場
⑤
陸

上
競
技
場
⑥
相
撲
場

交

通
＝
・
北
松
戸
駅

か
ら
県
立
松

戸
高
校
行
き
バ
ス
、
運
動
公
川

下
市
（
休
館
日
は
月
曜
日
）

詳

細
＝
市

民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
容
6
3
1
9
2
4
1

番

松
戸

渋
谷
　
美
香
さ
ん

毎
週
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
の
解
消
に
は
も
っ
て
こ
い
の
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

体
育
館
の
ほ
か
に
、
い
ろ
ん
な
施
設
が
あ
り
ま
す

の
で
、
運
動
す
る
に
は
利
用
し
や
す
い
所
で
す
ね
。

い
い
汗
流
し
て
、
気
分
爽
快
、
皆
さ
ん
も
こ
こ
を

利
用
し
て
み
て
は
。

スポーツ施設がいつばい

あ
な
た
の

健
康

か
つ
て
は
代

々
、
親
に
「
人

浴
の
し
か
た
」
を
細
々
と
教
え
ら

れ
な
が
ら
人
浴
し

た
も
の
で
す

が
、
最
近
で
は
家
屋
構
造
、
核

家
族
化
や
生
活
の
洋
風
化
等

に

よ
っ
て
親
子
兄
弟
一
締
に
人
浴

す
る
機
会

が
減
少
し
、
そ
の
牛

面
、
人
浴
川
数
は
増
加
し
て
い

る
が
内
容
は
低
下
し
て

い
る
ら

し
く
、
こ
れ
で
も
人
浴
し
て

い

る
の
か
と
思
わ
れ
る
ヶ
Ｉ
ス

に

よ
く
出
会

い
ま
す
の
で

、
皮
心

科
的
に
気
付
い
た
こ
と
を
述
べ

ま
し
ょ
う
。

１
・

新
生
児
や
乳
幼
児

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
こ
と
さ
え

、

お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
上
手
に
人

浴
さ
せ
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う

か
・
頸
部
耳
の
後
部
、
ワ
キ

の

下

、

股

間

、

乎

足

の

く

び

れ

た

部

分

等

．

母
親
に
と
っ
て
洗
い

に

く

い

部

分

を

率

先

し

て

洗

い

ま

し

ょ

う

．

入
浴
後
パ
ウ
ダ
ー
を

必
要
以
上
に
か
け
す

ぎ

て

、

か

た

ま

り

状

に

な

っ

て

い

る

と

、

こ

れ

が
汚

れ

の

一
囚

と

も

な

り

ま

す

．

２
・

学

童

児

小
学
生
く
ら
い
に
な
る

と
一
人
か
又
は
子
供

た

ち

だ

け

で

入

浴

す

る
ら
し
く
（
学
習
塾

や

テ

レ

ビ

の
時

問

に

追
わ

れ
る
の
か
）「
体

を
濡
ら
し

石
鹸
を
塗
っ
て
直
ち
に
流
し
て

終
わ
り
」
と
い
っ
た
具
合
で
殆

ど
洗
っ
て

い
な

い
ケ
ー

ス
で
、

特
に
汚
れ
易
い
頸
頂
部
、
四
肢

伸
側
に
ア
カ
が
つ
も
っ
て
黒
光

り
し
て
い
る
程
の
子
を
み
か
け

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

先
ず
充
分
に
湯
に
浸
り
体
表
の

ア
カ
が
水
分
を
吸
っ
て
軟
化
し

て
か
ら
ア
カ
擦
で
よ
く
擦
り
お

と
し
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
に
は

三
日
問
位
連
続
す
れ
ば
、
き
れ

い
な
肌
に
も
ど
り
ま
す
。

３
・

成
人
特
に
高
齢
者

三
十
代
位
に
な
る
と
皮
脂
分

泌
低
下

が
起
こ
り
は
じ

め
ま
す

の
で
、
特
に
乾
期
に
な
る
と
皮

膚
が
乾
燥
し
て
カ
サ
カ
サ
し
て

き
ま
す
。
四
肢
伸
側
に
著
明
で
。

温
ま
る
と
非
常
に
強

い
カ
ユ
ミ

を
生
じ
ま
す
（
老
人

性
皮
膚

そ

う
よ
う

症
で

従
っ
て
石

鹸
で

洗
い
す
ぎ
ろ
と
本
症
は
ま
す
ま

す

増
強
さ
れ
ま
す
、

４
・

ナ
イ

ロ
ン
タ
オ
ル
黒
皮
症

本
症
は
き
れ

い
好
き

な
人
が

な
り
易
い
。
昔
の
ア
カ
擦
に
代

わ
っ
て
ナ
イ
ロ
ン
製
の
タ
オ
ル

が
出
現
し
、
こ

れ
で

ゴ
シ
ゴ
シ

洗
っ
て
い
る
う
ち
に
、
皮
膚
直

ド
に
骨
や
筋
肉
等
の
硬
い
も
の

が
あ
る
部
分
。
即
ち
首
す
じ
、

鎖
骨
・
肩
甲
骨
・
背
骨

等
の
部

分
の
皮
膚

が
淡
褐
色

か
ら
黒

褐

色

に
な
っ
て
き

ま
す
。

一
見
、
汚
れ
の
よ

う
に
み
え
る
の
で
洗

い
か
が
悪
い
と
勘
違

い
し
た
り
、
ま
た
こ

の
タ
オ
ル
に
慣
れ
る

と
な
お
一
層
硬
い
も

の
を
使
う
よ
う
に
な

る
た
め
、
ま
す
ま
す

色
素
沈
杵
が
増
強
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
夕

オ
ル
の
使
用
を
中
出

す
れ
ば
一
年
位
で
徐

々
に
消
退
し
て
し
ま

い
ま
す
。

５
・

そ
の
他

足
部
の
疾
恵
で
来

院
す
る
人
の
中
に

は
、
軽
石
の

な
い
人
・
使
っ

た
こ
と
が
な
い

人

が
結
構

い
ま
す
。

水
虫
菌
は
角
化
し

た
皮
心

を

衣
食
住
と
し
て

い
ま
す
。

冬
期
に
乾
燥
し
て
く

る
と
、

カ

カ
ト
の
皮
膚

が
特
に
角
化

し
硬
く
な
り
弾
力
性
が
な
く

な
っ
て
ヒ

ビ
割

れ
を
す

る
人

が
い
ま
す
。

軽
石
を
使
っ
て
足

底
、
力
力

卜
の
角
化
、
肥
厚
し

た
皮
川

を

よ
く
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

皮
膚
を
清
潔
に
し

て
お
く
こ

と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
皮
膚
病
の

発
生
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

（
松
戸
市
医

師
会
）

皮 膚 と 入 浴



もよおしもの 聴覚障害者の皆さんに

電話お願い手帳

をさしあげます

文化ホール郷土歴史講座

日時…３月26日(土)午後３時

～５時

会場…文化ホール

内容…｢東葛地方鉄道発達史｣

幻の松戸・木下間の直通鉄道

を追いかけて～建設の軌跡と

挫折した計画から

対象…一般市民

定員･‥40人( 先着順)

講師…｢ 幻の鉄道｣ 著者･ 小林

茂多氏

申込み…電話で文化ホール昔

67―7810番へ( 午前９時30分

～午後６時)

ＮＴＴ松戸電報電話局では、

耳や言葉の不自由な人たちが外

出先で緊急の連絡が必要になっ

た時に、近くにいる人に電話連

絡を依頼する｢電話お願い手帳｣

を製作し、市役所しあわせ課と

ＮＴＴ松戸電報電話局でお分け

しています。

この手帳は､｢私のかわりに電

話して下さい｣ と用件などを書

いたメモが切り離せるようにな

っているもので「３分間のまご

ころ｣ を合言葉に、みなさんの

あたたかいご協力をお願いする

ものです。

詳細…ＮＴＴ松戸電報電話局

容66―2991番または市しあわ

せ課

古典を読む講座

日時…４月８日～７月22日の

毎月第２・４金曜日、午前10

時～正午（計８回）

会場…市民会館301号会議室

内容…百人一首を原典で読む

講師…大学教授溝江徳明氏

対象…市民

定員…120人

費用…テキスト代600円

申込み…３月22日から電話で

市立図書館登65 ―5115番へ

（月曜日休館）

松戸児童合唱団定期演奏会

日時…４月10日（日）午後２時

か ら

会場 … 市民 会 館 ホー ル

定 員 …1,200 人

費用 …無 料

詳 細 …稲 村S66 ―0017 番

お年寄り映画会

日時…３月31日（木）午後１時

～ ３時

会場…総合福祉会館内矢切老

人福祉センター

内容 … 「 男はつ ら いよ 頑張 れ

寅次郎」出演渥美清・人竹

しのぶ・巾村雅俊ほか

対象 …60 歳以 上 の 市内 在住 者

費用 … 無料

詳細…矢切老人福祉センター

容68 ―1241 内線36 番

スクエアダンス講習会

日時…４月２日(土)午後６時

30分～８時30分

会場…明市民センター

定員…30人

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…松戸レク・ダンス同好

会・加藤Q62 ―2019番

プラネタリウムの

投映時間が変わります

市民会館プラネタリウム室は

４月１日から投映時間を、次の

ように変更します。

投 映 時間 …①一 般 投 映二＝土 曜

日の午後１時30分･３時30分。

日曜・祝日の午前10時・午後

１ 時30 分 ・ ３時30 分 、②予 約

団体投 映＝ 平 日お よび土 曜 日

の午 前中

団 体の 場合 は 、３ヵ 月 前から

予 約を受 け 付け ます。

受付 け … 各投 映時 間の30 分 前

から 利用 券 を発売 し ます。

費用 … 中学生 以 下30 円 、高 校

生 以上50 円

詳 細… 市民 会 館プ ラ ネタ リウ

ム£068 ―1237 番( 月曜 休 館)

スポ

ーツ

老人福祉センター

クラブ活動の会員募集

趣味や教養を高めるクラブ活

動に参加しませんか。

対象…市内在住で60歳以上の

人

募集期間…３月23日(水)から

定員に達するまで

申込み…直接各老人福祉セン

ターへ

矢切老人福祉センター
登68-1241内線36番

クラブ名 募集人員 活 動 日 時 間

女性囲碁 ６人 毎週火曜日

午前10時

～正午

書 道 ３人
第1･第３火

曜日

書 道日

各5人

第1･第３木

曜日

華道
第2･第４金

曜日

午後1時

30分～３

時

将 棋
毎日（月曜

日を除く ）

午後1 時

～４時

常盤平老人福祉センター
S86-0201 番

クラブ名 募集人員活 動 日 時間

茶 道
各5人

毎週木曜日

午前10時

～午後３

時

囲 碁 毎日（月曜

日を除く ）

午後1 時

～４時
将 棋

体操コース参加者募集

種 目 曜日 時間 内 容

ヨガ体操 火

午後

１時30分

Ｓ

３時

体操と呼吸法、

めい想で精神安

定と自然治ゆ力

を高める

エアロビ

クスダン

ス

木

午前10時

S

11時30分

音楽に合わせ、

ジョギングを中

心にストレッチ

・筋力強化を図

る

くつろぎ

体 操
午後

１時30分

３時

操体法やマッサ

ージなどで体の

バランスを整え

る

シェイプ

フフ ツ プ

体 操

金

ボール ー棒など

の手具を使って

基礎運動能力を

回復する

フォークダンス初心者講習会

日時…３月29日～５月24日の

毎週火曜日（祝日を除く、計8

回）､午後７時～８時30分

会場…矢切公民館４階ホール

対象…市内在住･在学･在勤者

定員…30人

費用…2,000円

持ち物…運動靴

申込み…電話で矢切フォーク

ダンス同好会・洲崎Q63 ―08

85番へ

春季市民軟式庭球大会

日 時 … ４ 月17日( 日)午 前 ８時

30分受け付け、9時開始

会 場 … 栗ヶ 沢公 岡庭球 場

対 象 …市 内 在住･ 在勤･ 在学 名一

種目 … 男女 、Ａ ・Ｂ ・Ｃ ・Ｄ

ラ ン ク別

費 用 … １チ ームl,000 円

申込 み … ４月 ２ 凵(土) まで に

所定の振込用紙で

詳 細 … 軟式庭 球 連盟 ・小 倉登

45―0899 番

カヌー初心者講習令

期日…第1期４月17日（凵）

・24 日（ 日）・29 日（ 祝 ）、第 ２

期－５月5日・22日・29日（各

日曜 日 ）

時 間… 午 前10 時～正 午

会 場… 松 戸三 郷有 料道 路 橋下

の江 戸 川

対象 … 小 学校 ４年 生以上 の 男

女 （ 多少 泳げ る 人）

定員 … 各期20 人（ 先 着順 ）

費用…3日間5,000円

持ち 物 … 着 替え一 式 、セー タ

ー 、ウ イン ドブ レ ー カー 、運

動 靴 ２足

申込み…電話で、カヌー協会

・鹿 野登44 ―0751 番へ

おしらせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87) 2131

小金支所(41) 5101 ･ 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

歌 謡 教 室

日時…４月８日～11月25日の

各金曜日〈25日間〉と、４月

９日～11月26日までの各土曜

日〈21日間〉の２コース。

各コースとも午後６時45分～

８時45分

会場…青少年会館

内容…演歌の合同指導（金曜

日コース）､ポピュラー・歌謡

曲の合同指導（土曜日コース）

講師…金曜日コース一松戸市

音楽協会役員 付日代剛氏、土

曜日コースー尚美学院講帥・

吉井孝之氏

対象…市内在住在勤の人（金

曜日コースは初心者）

定員…各コース35人

費用…月2,500円

申込み…往復ハガキに、住所

･氏名･電話番号・希望コース

を明記して､4月１日（金）必着

で、〒270 松戸市新松戸南２

－２青少年会館内、松戸市音

楽協会(Q44 ―8556番）へ

期日 … ４ 月か ら毎 週実 施

会 場‥･健康 増 進セ ン ター

対 象 …市 内 在住・ 在勤 の20 歳

以上 の 人

費 用… 毎 回300 円

定員 … １ コー ス60 人

参 加方法 … 初 めて の 人は 、健

康 増 進セ ン ターの 健康 増進 指

導 コ ース を受け て （ １年 以 上

経過 した 人 も改め て受け て下

さい）､健康上 支 障が なけ れば、

希 望 の 日から 参加 で きます 。

申 込み … 健康 増進 セ ン ター容

65―5588 番 、68 ―1241 ～3 番

（水 曜 日午 後休 館 ）へ

松戸東高校吹奏楽部

定期演奏会

日時…３月23日（水）午後５時

開 場 、５ 時30 分問 演

会場 … 市民 会 館大 ホー ル

内容 … Ａ・リー ド（ 第２組曲 ）、

Ｐ ・チ ャ イコフ ス キー （ バレ

エ 組 曲「 くる みわ リ 人形」 よ

り）ほ か

詳細…松戸東高校吹奏楽部・

谷川086 ―0563 番

フォークダンス初心者講習会

日 時 … ３ 月25 日～ ５月27 日の

毎 週 金曜 日（10 日問 ）・ 午 後７

時 ～ ９時

会場 …常 盤 平市 民 セン ター

対象 … 市内 在 住･ 在学･ 在勤 者

定 員 …20 人

費用 …2,000 円

服装 … 運動 しや すい 服装 と運

動 靴

詳細 …常 盤 平Ｆ ・Ｄ クラブ 。

斉 藤S85 ―6160 番

聖徳短大附属中学・高等学校

吹奏楽部定期演奏会

･日時…３川26日(土)午後４時

30分開場、５時開演

･会場…聖徳学閲短期大学川並

記念､講堂

･費用…無料( 入場券が必要で

す)。当日会場でも配布します

･内容…｢バンの笛｣、幻想交

響曲｣、｢吹奏楽のための人神

楽｣、｢連命の力｣ ほか

･詳細…聖徳学閲短期大学附属

中学高等学校 一進藤容92－81

11番

クレー射撃

県体出場選手予選会

日 時 … ４ 月24 日（日 ）、 ７月24

日（ 日 ）、 ９月23 日（倪 ）午 前 ８

時 から

会場 … ｓ ＫＢ成 田射撃 場

対象 … 市内 在住 ・ 在勤 者（年

齢、 男女不 問 ）

種目 … ト ラップ 、 ス キー ト

費用 … １ 回5,00( 円

申込 み… 当 日会 場 で

３日問参加して、初めて県体

選 考 会の対 象 者にな り ます。

詳細…松戸市クレー協会・星

野S62 ―6256  ft

ユーカリジュニア

テニススポーツ少年団

日時…毎迦土曜日、午後１時

30分から日没まで

会場…栗ヶ沢公園テニスコー

ト

対象…小学校４年生以上の男

女各30人

費用…月1,50 0円( 入会時に

1,000円)

申込み…4J 川 日(土)午後１

時から、栗ヶ沢公園テニスコ

ートで

詳細…松戸巾スポーツ少年団

り内田S43―3551番

軟式テニス教室（４月～12 月）

対象…巾内在住･在勤者(東部ス､ボーツハ一ク会場は東部地区の人)

費用‥･８月を除く８ヵ月分12,000円(一括納人)

コ ース 時 間 会場 定員 申 込 み

木曜日

午前佃時～正午
栗ヶ 沢公園

テニスコ ート 各

20

人

３月24日内午前10時が

ら 栗ヶ沢公園コ ート で

午後1 時～３畤
金ヶ作公園

テニスコ ート

３月24日内午後１時か

ら金ヶ作公園コートで

金曜日

午前10時～正午
３月25日吉午前10時か

ら金ヶ作公園コートで

午前11時

～午後１時

東部スポ ーツ

パーク

３月25ヨ(白午ぼ]11時か

ら東 部スポーツハ ーフ

体育 室内 会議室で

詳細…松戸市軟式庭球連盟・木瀬音42―0803恭
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